
【湯沢西小学校】

路線名 箇所名・住所 通 学 路 の 状 況 ・ 危 険 の 内 容 事業主体 写真No

国道１３号
湯沢市関口上寺沢３０－２

関口に入るＹ字路の信号機付近
・横断歩道近くの歩道の幅が狭く（４０ｃｍ）、児童が通行した際には、車と接触しそうな状況であ
る。

・通学路を変更（柴田クリーニング内を通行）す
る。

〈実施済〉 湯沢西小学校 1

市道清水町新町線
湯沢市清水町２丁目
若草幼稚園へ入る道

狭くややカーブしている道路。登校時間帯は通勤の車も通り危険である。交差点付近に空き家
があることで、自然と車が減速していくという状況である。

・冬期間は、除雪を丁寧に行うことで安全を確保
していく。
・見通しを確保するためには、道路拡張が必要な
ため、用地関係者調査を含め、対策について検
討していく。

〈検討中〉 湯沢市建設課 2

【湯沢南中学校】

路線名 箇所名・住所 通 学 路 の 状 況 ・ 危 険 の 内 容 事業主体 写真No

・通行者の見通し確保のため、トンネル前後（国
道１３号方面）の除草を実施する。

〈実施済〉 国土交通省

・防犯灯を設置する。 〈実施済〉 湯沢市くらしの相談課

【三梨小学校】

路線名 箇所名・住所 通 学 路 の 状 況 ・ 危 険 の 内 容 事業主体 写真No

・小松谷会館からよねや前の交差点に至る側溝
に蓋を設置する。

〈実施済〉 秋田県 4

・小松谷会館側のバス停横水路に、セイフティパ
イプを設置する。

〈実施済〉 秋田県 5

県道２７９号
稲庭関口線

三梨町字京政１５－１付近の交差点
・来年度から通学路になるが、朝の登校時にスピードを上げて走る車が多くなるため、注意が必
要である。

・来年度に向け、注意喚起の旗、歩行者用横断歩
道旗を設置する。

〈実施済〉 三梨小学校 6

【駒形小学校】

路線名 箇所名・住所 通 学 路 の 状 況 ・ 危 険 の 内 容 事業主体 写真No

市道久保橋川連線 駒形町字八面仙道～川連運送本社の道路 ・来年度から通学路となるが、交通量が多く、歩道、ガードレールがないため、注意が必要である。
・対象地区に住む児童をスクールバス乗車対象と
する。

〈実施済〉 湯沢市教育委員会 7

県道108号沿い
　川連増田平鹿線

川連町道上７０
川連運送本社脇の交差点

・来年度から通学路となるが、交通量の多い交差点であるため、横断歩道と歩行者用信号機の
整備が必要である。

・横断歩道、歩行者用信号の設置を令和４年度の
新設分として、上申する。

〈検討中〉 湯沢警察署 8

県道108号沿い
　川連増田平鹿線

駒形町八面地区 ・現在も通学路であるが、交通量が多く、道路の片側にしかグリーンベルトがない。
・通学路を変更（往復グリーンベルトを通行）す
る。 〈実施済〉 駒形小学校 9

・外側線とドットラインの引き直しを検討する。 〈検討中〉 湯沢市建設課

・通学路を変更（スクールバス乗降場所の変更）
する。

〈実施済〉 湯沢市教育委員会

【川連小学校】

路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 事業主体 写真No

・歩道整備を検討する。 〈検討中〉 湯沢市建設課

・防犯灯の適正設置を考慮し、移設を実施する。 〈対策中〉 湯沢市くらしの相談課

市道野村川連線 字高橋より川連十字路に至る市道 ・街灯が不足している。 ・防犯灯の適正設置を考慮し、移設を実施する。 〈対策中〉 湯沢市くらしの相談課

3
湯沢市南台　湯沢南中学校より

三関に向かう13号線下
跨線橋トンネル

・下校時、13号線下跨線橋トンネルを通る生徒にとって、人通りが少なく、街灯がないため危険
である。草が生い茂っており、見通しが悪い状況である。

対 策 内 容

国道３９８号

令和３年度　湯沢市内通学路の対策箇所一覧

対 策 内 容

対 策 内 容

国道13号線下跨線橋
トンネル

三梨町字烏帽子橋６付近
小松谷会館前後の道路、水路

【通学路安全推進会議メンバー】　国土交通省湯沢河川国道事務所湯沢国道維持出張所、秋田県雄勝地域振興局建設部、湯沢警察署、湯沢市建設部建設課、湯沢市くらしの相談課、湯沢市校長会、湯沢市教育委員会

・歩道がなく、交通量も多く、注意が必要である。
・路肩と水路の間に境や蓋がなく、危険である。

対 策 内 容

市道下平城線 川連町字大館栗木十字路から北に向かう道路

10

対 策 内 容

・学校から学童保育へのコースになっており、交通量が多いうえに歩道がない。また，見通しは
よいものの，人家も少なく暗い。

市道山手線
駒形町東福寺上村～東福寺間

雄平フルーツライン
・来年度から通学路となるが、交通量が多く、見通しが悪いため、児童がスクールバスに乗る
際、道路を横断しなければならないため危険である。


